
学校番号２０ 富山県立呉羽高等学校 

教科・科目 対象学年 単位数 教科書（発行者） 補助教材（発行者） 

情報・情報Ⅰ ２年 ２ 最新情報Ⅰ（実教出版）  

科目の概要と目
標 

・効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用について理解を深め技能を習得するとともに，情報社
会と人との関わりについて理解を深めるようにする。 
・様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力
を養う。 
・情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

授業の進め方 ・教科書を中心に授業を進め，基本的な知識を押さえる。 

評価の観点と方
法 

・定期考査の得点，課題の提出状況、発表等から総合的に評価する。 
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オリエンテーション 
第１章 情報社会と私たち 
1節 情報社会 
 1 情報社会と情報 
 2 情報の特性 
 3 情報のモラルと個人に及ぼ
す影響 
2節 情報社会の法規と権利 
 1 知的財産 
 2 情報の利用と公開 
 3 個人情報の保護と管理 
3節 情報技術が築く新しい社会 
 1 社会の中の情報システム 
 2 情報技術と課題解決 
第５章 問題解決とその方法 
 1節 問題解決 

 1 問題解決 
  2 問題の発見 
  3 問題の明確化 

 4 解決案の検討 
 5 解決案の決定 
 6 解決案の実施と評価 
2節 データの活用 
 1 データの収集と整理 
 2 データ分析と表計算 
 3 データの可視化 
 4 データ分析の手法 
 5 データベースとは 
3節 モデル化 
 1 モデル化とシミュレーシ

ョン 
 2 モデルの分類 
 3 モデル化の手順 
 4 モデル化の手法 
 5 モデル化をする時の注意 
4節 シミュレーション 

  1 シミュレーションの実際 
 2 モンテカルロ法 
 3 モデル化とシミュレーシ

ョンによる問題解決  

・中学校までの学習 
経験等既習内容の調
査を行う。 
・実際にプレゼンテ
ーションのためのス
ライドなどの資料を
コンピュータで作成
することができる。 
・情報をわかりやす
く伝達するための文
字や図の表現の工夫
表やグラフ、配色の
工夫など基本的な方
法を理解している。 
・問題や問題解決の
意味，問題解決の手
順について理解して
いる。 
・表計算ソフトで統
計処理に用いる関数
を活用してデータを
処理することができ
る。 
・グラフの種類や機
能を理解し，表計算
ソフトを用いてデー
タをグラフ化するこ
とができる。 
・確率的モデルをコ
ンピュータでシミュ
レーションする意義
を理解している。 
 

・情報の特性を活用
した事例と，情報の
特性によって問題が
生じる事例をあげる
ことができる。 
・ネット依存など、
情報化が個人に及ぼ
す影響について考え
適切に判断すること
ができる。 
・個人情報の流出を
防ぎ、適切に管理す
ることができる。 
・伝達する情報に応
じて適切に表現メデ
ィアや情報メディア
を選択して表現する
ことができる。 
・問題発見のための
現状分析の方法を考
え，適切に選択でき
る。 
・問題解決の目的や
条件に従って，表計
算ソフトの関数を適
切に適用してデータ
処理を行うことがで
きる。 
・問題解決の目的に
応じ，データ分析の
手法を適切に選択し
分析結果を効果的に
表現する力がある。 
・モデル化およびシ
ミュレーションが，
社会の問題解決に果
たす役割について考
え事例をあげて説明
することができる。 

・SNSの活用など
不特定多数を対象
としたコミュニケ
ーションの注意点
について考え、自
らの行動について
振り返り、改善し
ようとしている。 
・社会の中の情報
システムについて
興味や関心をもっ
て自ら調べたり、
自ら活用しようと
したりする態度が
見られる。 
・メディアから収
集する情報を鵜呑
みにするのではな
く主体的に読み解
こうとする態度を
身に付けている。 
・ブレーンストー
ミングやグループ
ディスカッション
など，問題の発見
・解決のためのグ
ループでの活動に
は積極的に参画し
ている。 
・問題解決のため
表計算ソフトなど
を用いて収集した
情報を処理したり
グラフで可視化し
たりすることに興
味をもっている。 
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第２章 メディアとデザイン 
1節 メディアとコミュニケー

ション 
  1 メディアの発達 
  2 メディアの特性 
  3 コミュニケーションの形     
    態 
  4 インターネットの 

コミュニケーション 
2節 情報デザイン 
 1 社会の中の情報デザイン 
 2 情報デザインの工夫 
3節 情報デザインの実践 
 1 文書の作成 
 2 プレゼンテーション 
 3 Webページ 

第６章 アルゴリズムとプログ
ラミング 

1節 プログラミングの方法 
 1 アルゴリズムとその表記 
 2 プログラミング言語 
2節 プログラミングの実践 
 1 プログラミングの方法 

・情報バリアフリー
，ユニバーサルデザ
インの意味や目的に
ついて理解している
。・情報の特性につ
いて理解している。 
・個人情報およびプ
ライバシーの概念を
理解し、保護や管理
の方法について理解
している。 
・著作者および伝達
者の権利についての
法やルールについて
理解している。 
・知的財産権の概要
について理解し、産
業や文化の発展との
関係を理解している
。 
・アルゴリズムとプ
ログラム、フローチ
ャートの意味を理解

・プレゼンテーショ
ンソフトを用いてわ
かりやすいスライド
資料を作成し、適切
かつ効果的にプレゼ
ンテーションを行う
ことができる。 
・情報伝達やコミュ
ニケーションを促進
するために，情報デ
ザインの工夫につい
て，個人やグループ
で検討することがで
きる。 
・簡単なアルゴリズ
ムを文章やフローチ
ャートなどの図で表
現できる。 
・問題解決のアルゴ
リズムに従って，基
本制御構造を使用し
て適切かつ効率的に
プログラムを作成す

・説得力のあるプ
レゼンテーション
を行うため、スラ
イドの作成やリハ
ーサルに取り組み
，フィードバック
を行いながら，よ
りよいプレゼンテ
ーションになるよ
う粘り強く準備を
進めている。 
・情報メディアや
表現メディアを活
用し，主体的に情
報を発信しようと
する。 
・プログラミング
言語に興味を示し
，実際に自ら活用
している。 
 



 2 関数を使用したプログラ
ム 

 3 探索と整列のプログラム 

している。 
・関数の概念を理解
して関数を使用し，
簡単なプログラムを
作成することができ
る。 

ることができる。 
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第３章 システムとデジタル化 
1節 情報システムの構成 
 1 コンピュータの構成と動

作 
 2 ソフトウェアとインタフ

ェース 
2節 情報のデジタル化 
 1 アナログとデジタル 
 2 ２進数と情報量 
 3 演算の仕組み 
 4 数値と文字の表現 
 5 数値の計算 
 6 音声の表現 
 7 静止画と動画の表現 
 8 情報のデータ量 

第４章 ネットワークのセキュ
リティ 

1節 情報通信ネットワーク 
 1 ネットワークの構成 
 2 情報通信の取り決め 
 3 Webページとメールの仕

組み 
 4 転送速度とデータ圧縮 
2節 情報セキュリティ 
 1 脅威に対する安全対策 
 2 情報セキュリティの確保 
 3 安全のための情報技術 

・ハードウェア，OS
，応用ソフトウェア
の関係を理解してい
る。 
・2進数と情報量につ
いて理解している。 
・コンピュータの構
成や計算の仕組みの
概要について理解し
ている。 
・アナログとデジタ
ルの概念とその違い
を理解している。 
・情報セキュリティ
の基本的な考え方に
ついて理解している
。 
・IPアドレス，ドメ
イン名，ルーティン
グの基本的な仕組み
や働きについて理解
している。 
・不正アクセスなど
サイバー犯罪の種類
や内容，被害の実態
，およびその対策方
法について理解して
いる。 
 

・コンピュータを構
成する各装置の機能
と相互の関係を考え
、適切に接続して動
作させることができ
る。 
・情報機器を相互に
接続するために，適
切なインタフェース
を選択することがで
きる。 
・数値・文字・音声
・画像などの情報を
，目的に応じて適切
にデジタルで表現で
きる。 
・目的に応じ，適切
にインターネットの
サービスを選択して
利用できる。 
・パスワードの設定
と管理について考え
，適切に判断して実
行することができる
。 
 

・コンピュータを
構成する装置とそ
の性能について興
味・関心を示し、
自分で調べようと
している。 
・スマートフォン
などの身近な情報
機器について、性
能の向上や発展的
な活用の方法を考
えようとしている
。 
・コンピュータに
よる演算や数値計
算の仕組みについ
て関心を示し、理
解に努めている。 
・インターネット
の仕組みやサービ
スに興味・関心を
もち，問題の解決
に向けて，個人あ
るいはグループで
ネットワークの活
用について検討し
ようとしている。 
 

 


